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３月に開かれた、第２回町議会定例会で、

まちの平成２１年度当初予算が承認されました。

一般会計の予算規模は、総額２８億２２３１万円。

昨年度当初に比べると約０.７％増えていますが、

ほぼ同規模の予算になっています。

今年度の一般会計と特別会計の当初予算について

お知らせします。

※
そ
の
他
①
＝
分
担
金
及
び
負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、

　
　
　
　
　
　

財
産
収
入
・
寄
付
金

※
そ
の
他
②
＝
地
方
譲
与
税
、
利
子
割
交
付
金
、
配
当
割
交
付

　
　
　
　
　
　

金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得

　
　
　
　
　
　

割
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
特

　
　
　
　
　
　

例
交
付
金
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

一
般
会
計 

歳 
入

８
割
を
越
す
依
存
財
源

　

ま
ち
に
入
っ
て
く
る
お
金
（
歳

入
）
は
、
町
税
や
使
用
料
な
ど
、

自
主
的
に
収
入
に
で
き
る
自
主
財

源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か

ら
の
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の

２
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

で
は
、
自
主
財
源
が
約
５
億
２
１

５
５
万
円
（
全
体
の
約　

％
）、
依

１８

存
財
源
が
約　

億　

万
円
（
全
体

２３

７６

の
約　

％
）
と
、
依
存
財
源
が
８

８２

割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
が　

億
円

１８

　　

歳
入
の
主
な
内
訳
を
、
割
合
の

大
き
い
順
か
ら
見
る
と
、
ま
ず
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

が
約　

億
１
３
５
万
円
で
、
歳
入

１８

全
体
の
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

６４

　

次
に
、
町
税
が
約
３
億
７
２
１

６
万
円
（
全
体
の
約　

％
）、
事
業

１３

に
伴
っ
て
入
る
県
支
出
金
が
約
１

億
８
６
５
８
万
円
（
全
体
の
約
７

％
）、
そ
し
て
、
町
債
が
１
億
５
０

０
０
万
円
（
全
体
の
約
５
％
）
と

い
う
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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借
金
返
済
が
４
分
の
１

　　

ま
ち
が
支
払
う
お
金
で
あ
る
歳

出
を
、
割
合
の
大
き
い
順
で
見
る

と
、
ま
ち
が
事
業
の
た
め
に
借
り

入
れ
た
町
債
の
返
済
金
で
あ
る
公

債
費
が
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め

て
お
り
、
総
額
約
７
億
１
６
６
３

万
円
で
、
歳
出
全
体
の
お
よ
そ
４

分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
主
に
福
祉
事
業
や
健

康
づ
く
り
対
策
、
保
育
所
運
営
な

ど
に
使
わ
れ
る
民
生
費
が
、
約
５

億
１
３
７
４
万
円
（
全
体
の
約　
１８

％
）、
病
院
組
合
負
担
金
、
予
防
接

種
や
環
境
衛
生
、
簡
易
水
道
繰
出

金
な
ど
に
使
わ
れ
る
衛
生
費
が
、

約
４
億
５
７
８
０
万
円
（
全
体
の

約　

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１６

　

さ
ら
に
、
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
の
負
担
金
や
バ
ス
運
行
対
策

費
、
選
挙
経
費
な
ど
の
総
務
費
が
、

約
４
億
３
９
３
９
万
円
（
全
体
の

約　

％
）、
農
業
振
興
や
森
林
整

１６
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
農
林
水
産
業

費
が
、
約
２
億
４
２
９
０
万
円

（
全
体
の
約
９
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
般
会
計 

歳 
出
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平成２１年度一般会計歳出予算性質別集計表
（単位：千円、△：減額）

対前年度比（％）比較増減前年度当初予算額本年度当初予算額科　目
△２.９９△１６,６２６５５６,７６８５４０,１４２人件費
１５.８９３５,６７９２２４,５７６２６０,２５５物件費
２.２６３８１１６,８３６１７,２１７維持補修費

△６.３４△９,６４２１５２,１００１４２,４５８扶助費
２.６４１７,５５７６６４,３０３６８１,８６０補助費

△３７.１５△１９,６３４５２,８５４３３,２２０普通建設事業費
－０００災害復旧事業費
－０００失業対策費

１.５０１０,７３７７１４,０８８７２４,８２５公債費
△７９.１４△４,８１８６,０８８１,２７０積立金
△１００.００△４００４０００投資及び出資金
△２１.６３△１０,０５９４６,５０９３６,４５０貸付金

４.１９１５,４２１３６８,１９２３８３,６１３繰出金
－０００前年度繰上充用金
００１,０００１,０００予備費

０.６６１８,５９６２,８０３,７１４２,８２２,３１０計

平成２１年度一般会計歳入予算集計表
（単位：千円、△：減額）

対前年度比（％）比較増減前年度当初予算額本年度当初予算額科　目
△１.７４△６,５７９３７８,７４１３７２,１６２町　税

△４８.６１△７６,９４０１５８,２８９８１,３４９諸収入
（△１００）（△３３,１０１）（３３,１０１）（　　０）（うち財源不足額）
△７８.６２△３４,４０７４３,７６６９,３５９繰入金

６.２７１０６,３４５１,６９５,０００１,８０１,３４５地方交付税
５.６２９,９２５１７６,６５０１８６,５７５県支出金

２５.６３３０,６００１１９,４００１５０,０００町　債
１７.１９１０,６１４６１,７５４７２,３６８国庫支出金

△２０.３６△１４,９９８７３,６８２５８,６８４その他①
△６.１８△５,９６４９６,４３２９０,４６８その他②

０.６６１８,５９６２,８０３,７１４２,８２２,３１０計

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に

　

少
子
･
高
齢
化
社
会
の
波
が
押

し
寄
せ
て
い
る
日
野
町
で
は
、
高

齢
化
率
が
お
よ
そ
４
割
と
、
超
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
福
祉
の

充
実
や
教
育
環
境
の
整
備
、
環
境

に
配
慮
し
た
社
会
、
農
林
業
の
振

興
な
ど
、
ま
ち
に
は
重
要
な
政
策

課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
の
中
、
今
年
度
の
当

初
予
算
は
、「
安
心
し
て
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
に
、
で
き
る
だ
け
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ

う
配
慮
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
生
活
対
策
や
雇
用

の
安
定
の
た
め
の
財
源
を
可
能
な

限
り
取
り
入
れ
、
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
る
予
算
編
成
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

予
算
の
内
容
は
、
特
に
医
療
･

福
祉
や
子
育
て
支
援
、
学
校
教
育

な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
投
資
的
経
費
を
抑
え
ま
し
た
。

　

歳
出
の
４
分
の
１
を
占
め
る
公

債
費
（
借
金
返
済
）
に
つ
い
て
は
、

補
償
金
免
除
の
繰
上
げ
償
還
を
進

め
、
実
質
公
債
費
比
率
（
返
済
額

の
大
き
さ
を
指
標
化
し
た
も
の
）

の
早
期
低
減
に
努
め
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
厳
し
い
行

財
政
運
営
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
歳
入
・
歳
出
と
も
、
さ
ら
に

見
直
し
、
工
夫
し
な
が
ら
予
算
執

行
に
取
り
組
み
ま
す
。
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合
計
は　

億
２
４
８
３
万
円

１４

　　

一
般
会
計
と
は
別
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
ご
と
に
運
営
す
る
特
別

会
計
は
、
ま
ち
に
は
現
在
７
つ
あ

り
、
そ
の
総
額
は
約　

億
２
４
８

１４

３
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
昨
年
度

当
初
に
比
べ
約
１
％
減
）。

　

そ
の
内
訳
は
、
加
入
者
に
医
療

給
付
な
ど
を
行
う
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
当
初
予
算
が
、
約
４

億
２
８
５
０
万
円
で
、
昨
年
度
当

初
に
比
べ
、
約
８
％
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
か
ら
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
施
行
に
伴
い
大
幅
に

減
額
と
な
り
、
今
年
度
当
初
は
約

１
２
１
万
円
（
昨
年
度
当
初
か
ら

約　

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

９８

　

要
介
護
認
定
者
へ
の
給
付
な
ど

を
行
う
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、

約
６
億
３
４
６
万
円
（
昨
年
度
当

初
か
ら
約
３
％
増
）
と
な
り
ま
し

た
。

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に

７５
給
付
な
ど
を
行
う
医
療
制
度
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
は
、

約
５
６
１
６
万
円
（
昨
年
度
当
初

か
ら
約　

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

１０

　

ま
た
、
水
道
施
設
の
管
理
な
ど

を
行
う
簡
易
水
道
特
別
会
計
は
、

約
１
億
１
７
２
８
万
円
（
昨
年
度

当
初
か
ら
約　

％
増
）
と
な
り
ま

１０

し
た
。

　

さ
ら
に
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
は
、
約
１
億
４
３
８
５
万

円
（
昨
年
度
当
初
か
ら
約
２
％
増
）、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
、

約
７
４
３
７
万
円
（
昨
年
度
当
初

か
ら
約
５
％
増
）
で
し
た
。

　

水
道
・
下
水
道
の
予
算
増
の
要

因
と
し
て
は
、
公
債
費
の
償
還
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
こ
と
が
主

な
理
由
で
す
。

　

な
お
、
特
別
会
計
に
は
、
一
般

会
計
か
ら
お
金
を
繰
出
し
て
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
お
り
、
医

療
費
給
付
や
水
道
・
下
水
道
施
設

整
備
の
借
金
返
済
な
ど
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
繰
出
金
が
、

一
般
会
計
を
圧
迫
す
る
要
因
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
で
は
、
繰
出
金
を
少
な
く

す
る
た
め
、
公
共
下
水
道
や
農
業

集
落
排
水
へ
の
加
入
促
進
、
医
療

費
削
減
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特別会計の予算額比較表
（単位：千円、△：減額）

対前年度
比（％）

比較増減
前年度

当初予算額
本年度

当初予算額
会計名

７.５５３０,０７６３９８,４２０４２８,４９６国民健康保険

△９８.３０△７０,１３８７１,３５０１,２１２老人保健

３.３０１９,２６４５８４,１９８６０３,４６２介護保険

△１０.０６△６,２８５６２,４４９５６,１６４
後期高齢者
医療保険

９.６５１０,３２３１０６,９５２１１７,２７５簡易水道

１.６５２,３４１１４１.５０８１４３,８４９
公共下水道

事業

５.１５３,６４２７０,７２５７４,３６７
農業集落
排水事業

△０.７５△１０,７７７１,４３５,６０２１,４２４,８２５合計

 

特
別
会
計
予
算

総務課
▽衆議院議員選挙（６５３万円）▽町長選挙 (５２１万
円 ) ▽ＡＥＤ購入（６３万円）＝ＡＥＤ（自動体外
式除細動器）を、役場、町公民館、保育所に設置
▽補償金免除繰上償還（４３９９万円）＝公債費残高
を減らし、実質公債費比率の引き下げを図る
　

企画政策課
▽まちづくり町民会議（１５万円）▽西部広域行政
管理組合負担金 ( １億３７００万円 ) ＝消防、ごみ処
理などを行う広域行政管理組合への負担金▽過疎
バス対策（１９３６万円）＝町営バスの管理運営など
 

健康福祉課
▽障害者自立支援事業（９７２７万円）＝障害者の施
設入所・通所支援や生活支援など▽特別医療費助
成(１９３９万円)＝重度の障害者や小児、ひとり親家
庭などへの医療費助成▽児童手当支給 (１９３２万円
) ▽健康増進事業 (９１６万円 ) ＝健診やがん検診、
介護予防のための健康教室、栄養指導など

産業振興課
▽森林整備地域活動支援交付金（１３７３万円）＝適
切な森林施行のための交付金▽古川地区かんがい
排水事業(４２１万円)▽環境衛生一般管理(２５００万
円 ) ＝生活排水処理のための、３町衛生施設組合
負担金(し尿処理分)など▽じん芥処理事業(８９１２
万円 ) ＝ごみ処理委託料、３町衛生施設組合負担
金など▽除雪(１２６５万円)▽橋りょう修繕(３５４万
円 ) ＝町道にかかる橋を点検し、今後の修繕計画
を作る▽中山間地域等直接支払交付金 (４４２１万円
) ＝地域での農地保全活動への交付金

教育委員会
▽小中一貫教育（５６９万円）＝小・中学校が連携し
た教育活動や、ＡＬＴ(英語指導助手)の配置など
▽魅力ある学校づくり交付金（９８万円）＝各学校
が特色・魅力ある学校づくりに取り組む▽出前公
民館（１６９万円）＝学習講座の出前、体験活動の企
画など▽町民ミュージカル補助金 (５０万円 )

平成２１年度一般会計当初予算　まちの主な事業
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４月から１２月にかけて行われる、町制５０周年記念事業をお知らせします。
町主催の行事をはじめ、町民の皆さんが企画するものもたくさんあります。
ぜひ参加いただき、みんなで５０周年を祝いましょう。

町制５０周年記念事業一覧表（４月１日現在）

主催者事業名（会場）開催日

町観光協会滝山公園つつじまつり（滝山公園）４月２９日（祝）まで

同実行委員会日野町さつきまつり（山村開発センター）５月（予定）

ホールと共に歩む会サロンコンサート「歌え金管五重奏」（町文化センター）６月６日（土）

町文化団体連絡協議会日野町文化展（山村開発センター）６月６日（土）～９日（火）

町公民館移動博物館「とっとりの身近な野鳥」（町公民館）６月６日（土）～２３日（火）

チチバンドチチバンドコンサート（町文化センター）６月１４日（日）

同実行委員会日野川音楽祭（町文化センター）６月２８日（日）

同実行委員会鵜の池マラソン大会（鵜の池湖畔）７月下旬

Do・スポーツ第一人者招へい事業（町文化センター）７月下旬

資料館友の会昔なつかし写真展（町歴史民俗資料館）８月１５日（土）～ 17 日（月）

同実行委員会 ､ 町町制５０周年記念コンサート（町文化センター）９月１２日（土）

日野町日野町民体育祭（根雨小学校、黒坂小学校）９月２７日（日）

町図書館図書館まつり（町図書館）１０月１７日（土）～２５日（日）予定

町観光協会金持景藤公生誕７００年祭記念講演会（町文化センター）１０月２４日（土）

同実行委員会生きいき“ひの”ふれあいまつり（山村開発センターほか）１０月２４日（土）・２５日（日）

町観光協会金持カップグラウンドゴルフ大会（日野中学校）１０月

同実行委員会もみじ開運ウォーキング（滝山公園～金持神社）１０月

日野町日野町百景写真展（山村開発センターほか）１０月下旬予定

日野町日野町制施行５０周年記念式典（町文化センター）11 月８日（日）

同実行委員会日野町民ミュージカル公演（町文化センター）11 月２２日（日）

町公民館町公民館まつり（町公民館）11 月中旬（予定）

演劇ユニット「デルタ」日野・米子・倉吉の競演演劇ユニット「デルタ」公演（町文化センター）11 月下旬

広報ひの ２００９年４月号

町
制　

周
年
自
主
企
画
を
募
集

５０

 

ま
ち
で
は
、
皆
さ
ん
が
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
中
で
行
わ
れ
る
、
町
制　

周
年
を
記
念
す
る
催
し
な

５０

ど
の
自
主
企
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

▼
募
集
す
る
企
画　

平
成　

年　

月
ま
で
の
間
に
開
か

２１

１２

れ
る
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
催
し
。
企
画
の
例

（
行
事
名
に
町
制　

周
年
記
念
を
表
示
）
＝
【
町
制　

周

５０

５０

年
記
念
音
楽
祭
】、【
町
制　

周
年
記
念
作
品
展
】
な
ど

５０

　

応
募
い
た
だ
い
た
企
画
は
、「
広
報
ひ
の
」
や
防
災
無

線
な
ど
で
広
報
す
る
予
定
で
す
。
※
催
し
の
内
容
に

よ
っ
て
は
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

役
場
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話　

‐
０
３
３
２
）

７２

「
未
来
に
伝
え
た
い

　
　
　

ま
ち
の
風
景
」
募
集

　

ま
ち
で
は
、
未
来
に
伝
え
た
い
ま
ち
の
自
然
・
風
景
を
撮

影
し
た
写
真
「
日
野
町
百
景
」
を
募
集
し
ま
す
。

百
景
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、　

周
年
記
念
行
事
で
展
示

５０

し
た
り
、
デ
ー
タ
化
し
て
永
久
保
存
し
ま
す
。

 

▼
応
募
要
領　

①
町
内
で
、
お
お
む
ね
５
年
以
内
に
撮

影
さ
れ
た
風
景
写
真
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
加
工
さ
れ

て
い
な
い
も
の
）
※
作
品
は
、
後
日
す
べ
て
返
却
し
ま
す

②
サ
イ
ズ
は
、
２
Ｌ
以
上
四
切
（
Ａ
４
）
ま
で
の
プ
リ
ン

ト
（
百
景
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
フ
ィ
ル
ム
ま
た
は
デ
ー

タ
を
提
出
い
た
だ
き
ま
す
）

③
作
品
の
裏
面
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
撮
影
場

所
・
撮
影
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

▼
締
め
切
り　

平
成　

年
９
月　

日
（
水
）

２１

３０

▼
作
品
提
出
・
問
合
せ　

役
場
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話　

‐
０
３
３
２
）

７２
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松
本
さ
ん
は
、
今
年
で
満　

歳
。

９７

記
憶
力
は
今
で
も
抜
群
で
、
自
身

の
生
い
立
ち
な
ど
、
優
し
い
口
調

で
詳
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

▼
生
ま
れ
も
別
所
で
す

▼
昔
の
地
域
の
生
活

は
た

▼
地
名
の
由
来
な
ど

か
ん
な

▼
幸
せ
な
今
の
暮
ら
し

第
３
回　

別
所
地
区
に
伝
わ
る
も
の
・
こ
と

～ 別 所 あ れ こ れ ～
　

城跡に建てられた堀神社
　集落の入口にある堀神社の境内は、戦国時代の堀城
の跡だと伝えられています。三方が絶壁に囲まれる地
形は自然の要害となり、高見之庄とも呼ばれ、山陰・山
陽の連絡の要所でもありました。

「八つ墓村」ロケで大にぎわい
　流行語になった「たたりじゃ～」で有名な松竹映画
「八つ墓村」のロケが、昭和５２年、別所など奥渡地区

で行われました。
　大掛かりなセットや、
主演の渥美清さん、萩原
健一さんらを見ようと、
見物客のツアーバスが十
数台、地元の婦人会もバ
ザーを行うなど、一帯は
大にぎわいでした。

昔を懐かしみながら話す松本さん

松本さんの絣。細かい模様は高い技術が必要

見物客は一日なんと５０００人

広報ひの ２００９年４月号

町図書館では、「じげじまん」語り手を募集しています … 昔の行事や地域のしきたり、
昔話や田植え唄、わらべ唄などを語っていただける人があれば伺います。記録は録音
して保存します。詳しくは町図書館（電話７２‐１３００）までお問合せください。
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オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
（
池
岡
幸
三
代
表
）

と
交
流
を
続
け
て
い
る
、
東
京
都
杉
並
区

の
小
中
学
生　

人
が
、
３
月　

日
、
春
休
み

１０

３０

を
利
用
し
て
日
野
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、
舟
場
出
身
の
東
京
都
の

小
学
校
教
諭
、
佐
々
木
幹
夫
さ
ん
が
以
前

か
ら
続
け
て
き
た
も
の
で
、
参
加
者
の
ほ

と
ん
ど
が
、
以
前
に
も
来
町
し
た
こ
と
が

あ
る
子
ど
も
た
ち
。

　

根
雨
駅
に
降
り
立
っ
た
子
ど
も
ら
は
、

「
今
日
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
と
会
え
て
う
れ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
、
４
日
間
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
ら
は
、
佐
々
木
さ
ん
の
実
家
に

滞
在
し
、
オ
シ
ド
リ
観
察
や
餌
ま
き
な
ど

を
体
験
。
４
月
２
日
、
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
ら
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
日

野
町
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

手作りの観察小屋の看板などをお土産に

久
し
ぶ
り
の
対
面

広報ひの ２００９年４月号

　

３
月　

日
、
日
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

２２

よ
る
「
桜
薫
る
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
町
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
部
員　

人
２１

が
出
演
し
、
３
年
生
は
こ
の
舞
台
を
最
後

に
卒
業
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
力
の

入
っ
た
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

曲
目
は
、
昨
年
の
中
国
大
会
で
の
金
賞

受
賞
曲
「
エ
ス
カ
ペ
イ
ド
」
を
は
じ
め
、

ポ
ッ
プ
ス
な
ど
の
な
じ
み
深
い
曲
も
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。

　

迫
力
あ
る
音
色
と
共
に
、
部
員
ら
に
よ

る
合
唱
や
ダ
ン
ス
、
軽
妙
な
司
会
な
ど
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
演
出
で
、
客
席
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
舞
台

　

町
観
光
協
会
（
冨
谷
進
会
長
）
が
運
営
し

て
い
る
、
金
持
神
社
札
所
の
昨
年
度
の
収

益
金
３
５
０
万
円
が
町
に
寄
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
３
月　

日
、
町
役
場
で
贈
呈
式

２６

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
冨
谷
会
長
が
「
わ
ず
か
で
は
あ

り
ま
す
が
、
町
の
観
光
振
興
の
た
め
に

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
、
現
金
で

景
山
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
、「
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
で
ま
ち

が
活
気
付
い
た
。
こ
の
お
金
は
基
金
に
積

み
立
て
、
観
光
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
話
し
、
受
け
取
り
ま
し
た
。

観
光
振
興
に
役
立
て
て

　

明
治
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
活

躍
し
た
、
貝
原
出
身
の
文
芸
評
論
家
、

生
田
長
江
を
知
る
入
門
セ
ミ
ナ
ー
（
白

つ
つ
じ
の
会
主
催
）
が
、
３
月　

日
、

１５

延
暦
寺
（
根
雨
）
で
開
か
れ
、
約　

人
３０

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
７
回
目
と
な
る
今
回
は
、
生
田
長

江
顕
彰
会
・
白
つ
つ
じ
の
会
が
編
集
し

た
、
長
江
の
生
い
立
ち
や
人
柄
、
業
績

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
映
像
化
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
試
写
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
分
か
り
や
す
く

て
よ
か
っ
た
」、「
子
ど
も
た
ち
に
も
ぜ

ひ
見
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

白
つ
つ
じ
の
会
で
は
、
今
後
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
完
成
版
を
作
っ
て
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
広
報
し
て
い
く
予
定
で
す
。

業
績
つ
づ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
完
成豊富な資料を映像化

支援してくれた人たちへ感謝を込めて

開運グッズ、黄色いハンカチに包んで贈られました
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４
月
５
日
、
町
消
防
団
（
宮
脇
光
男
団

長
）
の
出
初
式
が
、
根
雨
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
団
員　

人
を
は
じ
め
、
町
長
な

３０

ど
町
関
係
者
、
町
議
会
議
員
や
消
防
委
員

な
ど
の
来 
賓 
が
出
席
し
ま
し
た
。

ひ
ん

　

式
典
で
は
、
各
表
彰
の
あ
と
、
景
山
町
長

が
「
昨
年
度
は
、
全
国
消
防
操
法
大
会
へ
の

出
場
な
ど
、
う
れ
し
い
こ
と
が
多
く
あ
っ

た
。
今
年
度
も
ま
す
ま
す
尽
力
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宮

脇
団
長
は
「
現
在
町
内
で
火
災
が
な
い
日
が

５
５
０
日
続
い
て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に

続
く
よ
う
に
し
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
あ
と
は
、
団
員
が
野
田
橋
ま
で

行
進
し
、
野
田
河
川
敷
で
一
斉
放
水
を
行

い
ま
し
た
。

江府消防署と合同で一斉放水

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

町
で
は
、
使
用
済
み
食
用
油
か
ら
作
っ

た
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
で
走
る
、「
Ｂ
Ｄ
Ｆ
エ

コ
カ
ー
」
を
、
３
月
下
旬
か
ら
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
を
略
し
た
も
の
。
石
油
と
は
違
い
、
燃

や
し
て
も
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
総
量

が
増
え
な
い
た
め
、
環
境
に
優
し
い
燃
料

と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
２
か
月
に
１
度
、
家
庭
か
ら
回

収
し
た
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
を
、
社
会

福
祉
法
人
も
み
の
木
園
（
米
子
市
）
で
Ｂ
Ｄ

Ｆ
に
精
製
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
エ
コ
カ
ー
は
、
町
教
育
委

員
会
が
、
公
用
車
と
し
て
、
連
絡
業
務
や
出

張
の
際
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
車
で
す

車体のステッカーが目印です

求人力アップに ｢広報ひの ｣を利用してください
～求人情報掲載事業所を募集しています～

　

　「広報ひの」では、求人募集を行っている町内の事業所を紹介していきます。
　事業所の写真や募集内容、コメントなどを掲載する予定です。　
　掲載を希望する場合は、毎月２５日までに役場企画政策課（電話７２‐０３３２）まで
　お申込みください。
　申込みの翌月の「広報ひの」に掲載する予定です。

　４月から、し尿汲み取り料金が改定されまし
た。　また、クリーンセンターくぬぎの森への
ごみの直接持ち込みが有料になりました。ご
協力をお願いします。
　

※町指定の可燃ごみ袋での搬入は無料
　

問合せ　役場産業振興課　担当　中田
　　　　　　　　　　　　　　(電話７２‐２１０１)

し尿汲み取り料金
改定後（４月から）改定前

１８０円（１８リットル）１６０円（１８リットル）

可燃物直接持ち込み料金（事業所・一般家庭）
５００円

１０㎏につき１００円加算
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　平成２２年春に大学などを卒業予定の人や、すでに卒業して未就職の人、一般の求
職者などを対象に、企業が業務や求人内容を説明し、希望者との予備面接を行う、
「とっとり就職フェア」を開きます。
　予約不要で参加は無料、履歴書も不要です。参加企業の一覧表は、ホームページ
【http://furusato.tori-info.co.jp/】に、４月下旬に掲載予定です。

 

実施団体　主催／鳥取労働局、鳥取県ほか
問合せ　( 財 ) ふるさと鳥取県定住機構 ( 電話０８５７‐２４‐４７４０)
　　　　とっとり若者仕事ぷらざ ( 電話０８５７‐３６‐４５１０)
　　　　よなご若者仕事ぷらざ ( 電話０８５９‐２３‐４５１０）

広報ひの ２００９年４月号

 　
　
　
　
　

健
康
福
祉
課 
保
健
師　

渡　

辺　

江　

理

 

「母子健診や予防接種などを担
当します。先日、まちの高齢者の
方とお会いしましたが、皆さんお
元気な方ばかりでうれしかった
です。まだ仕事にもあまり慣れ
ていませんが、頑張りますのでよ
ろしくお願いします」

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）　

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
フ
ォ
ー
ニ
ー 
さ
ん

 

「出身は、アメリカ合衆国オハ
イオ州のサンダスキーです。趣
味は、ジャズを聴いたり帽子を
集めたりすること。日野町は自
然が多く、とても景色が良いと
ころですね。日本語があまりう
まく話せませんが、出会ったら
気軽に声を掛けてくださいね ｣

　平成２０年中に発生した交通事故件数 ( 警察庁統計 ) を昼夜別にみると、
死亡事故率（交通事故全体に占める死亡事故の割合 ) は、昼間の０.４５％に
対して、夜間は２.７倍の１.２２％と、夜間の交通事故は死亡事故につながりや
すいことがわかります。
　交通事故に遭わないため、夜間や早朝は明るい色の服装を心がけ、反射タ
スキなどの夜光反射材を身に着けるようにしましょう。
▽反射材の取扱い・問合せ　　交通安全協会日野川地区協会（電話７４‐０６７５）
　　　　　　　　　　　　  【根雨】佐々木周子さん（電話７２‐１０９４）
　　　　　　　　　　　　  【黒坂】うめや（電話７４‐０２３１）

開 催 日 時 ・ 会 場
倉吉会場鳥取会場米子会場会 場

５月１５日 ( 金 )
 午後１時～午後４時３０分
( 受付：正午～午後４時 )

５月１４日 ( 木 )
午後１時～午後４時３０分
( 受付：正午～午後４時 )

５月１３日 ( 水 )
 午後１時～午後４時３０分
( 受付：正午～午後４時 )

日 時

倉吉体育文化会館
（倉吉市山根 )

鳥取産業体育館
（鳥取市天神町 )

米子コンベンションセンター
（米子市末広町 )

場 所

ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
は
、
月
～
水
曜
日
に
日
野

中
学
校
で
、
木
曜
日
に
黒
坂
小
学
校
で
、
金

曜
日
は
根
雨
小
学
校
で
授
業
を
行
い
ま
す



11 広報ひの ２００９年４月号

のロココとダラカ
介
護
予
防

心
身
の
機
能
を
確
認
す
る

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

対
象
は　

歳
以
上
の
人

65

　　

町
で
は
、
介
護
予
防
が
必
要
な

人
を
早
め
に
知
り
、
早
期
対
応
す

る
た
め
、　

歳
以
上
の
人
（
介
護

６５

保
険
認
定
者
を
除
く
）
を
対
象
に
、

介
護
予
防
に
つ
い
て
、
心
身
の
状

態
を
調
べ
る
「
生
活
機
能
評
価
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
皆
さ
ん

か
ら
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
今
の
自

分
自
身
の
心
身
状
態
を
知
り
、
生

活
機
能
な
ど
の
低
下
が
な
い
か
を

確
認
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。
今

年
も
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
４
月
下

旬
に
、
町
が
行
う
健
康
診
査
の
受

診
券
と
共
に
送
付
し
ま
す
。
普
段

の
生
活
の
様
子
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
記
入
し
、
町
が
行
う
集
団
健

診
会
場
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
記
載
さ
れ
た
内
容
を

確
認
し
、
生
活
機
能
の
低
下
が
見

ら
れ
る
人
に
対
し
て
は
、

記入から検査まで

チェックリスト
を記入

町へ提出
（健診会場など）

介
護
予
防
事
業
へ
参
加

①良好の人 → 問診のみで終了
 

②生活機能の低下が見られる人
　↓
生活機能チェック
・問診
・身体測定
・血圧測定など

生活機能検査
・心電図
・貧血検査
・血液科学検査など

健康診査の会場

土金木水火月受付診察科目
第２

五代和紀
第４

櫃田　豊

熊野健太郎五代和紀五代和紀近藤健人※１
（循環器内科）五代和紀午前一診

内

科

櫃田　豊山脇美香
（脳神経内科）

松岡宏至
（大学医師）櫃田　豊櫃田  豊午前二診

井上和興井上和興午前三診
熊野健太郎午前四診

櫃田  豊午前禁煙外来
松岡宏至

（大学医師）大学医師午後午後診
第４

大谷眞二大谷眞二大学医師大谷眞二大谷眞二大学医師午前外　科
第２

川口馨川口馨川口馨岡野　徹
（大学医師）川口馨川口馨午前整形外科

武田佐智子
（大学医師）玉井嗣彦大谷または武田

（大学医師）玉井嗣彦※２玉井嗣彦午前眼　科
第２・４
頭本一朗頭本一朗頭本一朗頭本一朗頭本一朗頭本一朗午前小児科

アレルギー科 頭本一朗頭本一朗第２・４・５
頭本一朗頭本一朗頭本一朗午後※５

皮膚科（第２・４）耳鼻科
（竹内裕美）心療内科

（長田泉美）

泌尿器科
（磯山忠広）

午前専門診療科
（大学医師）

心臓外科（第２・４）
血管外科（第２）脳神経内科※３

（山脇美香）
循環器内科
（近藤健人） ペースメーカー※４

（隔週）
婦人科※１

午後

自動再来機による受付時間　午前＝午前７時３０分～午前１１時３０分（診療開始は午前９時～）
　　　　　　　　　　　　　午後＝正午～午後４時（診療開始は午後２時～）
 

※１ 循環器内科・婦人科は隔週です。診察日についてはお問合せください。※２ 火曜日の眼科受付時間は、午前１０時３０分
までです。　※３ 脳神経内科は完全予約制です。受診希望の人は、まず内科を受診して医師にご相談ください　
※４ ペースメーカー外来は偶数月の第４土曜日のみの診察です。　※５ 小児科は午後から医師が健診のため不在になること
があります。詳しくはお電話でお問合せください。
2.

医師の出張等により、診察日・担当医師が変更になる場合があります。詳しくは、日野病院 ( 電話７２‐ ０３５１) ま
でお問合せください。日野病院ホームページ【http://www.hinohp.com】、正面玄関の掲示板でも確認できます

休
診
日
＝
▼
日
曜
・
祝
日
▼
第
１
・
３
・
５
土
曜

　
　
　
　

日
▼
第
２
・
４
土
曜
日
の
午
後
▼
８
月

　
　
　
　
　

・　

日
▼　

月　

日
～
１
月
３
日

１４

１５

１２

２９
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５
月
１
～
７
日
は
憲
法
週
間

　

裁
判
所
と
法
務
省
、
弁
護
士
会

で
は
、
５
月
１
～
７
日
の
憲
法
週

間
に
ち
な
ん
で
、
次
の
行
事
を
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
裁
判
所
見
学
会

①
５
月
７
日
（
木
）
午
後
１
時
～

午
後
３
時　

分
（
場
所
＝
鳥
取
地

３０

方
・
家
庭
裁
判
所
、
定
員　

人
）

５０

申
込
み
＝
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
２
１

２２

７
１
）

②
５
月　

日
（
木
）
午
後
１
時　

１４

３０

分
～
午
後
３
時　

分
（
場
所
＝
鳥

３０

取
地
方
・
家
庭
裁
判
所
米
子
支
部
、

定
員　

人
）

３０

申
込
み
＝
鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部
庶
務
課
（
電
話
０
８

５
９
‐　

‐
２
２
０
５
）

２２

▽
無
料
法
律
相
談

日
時　

５
月　

日
（
水
）
午
前　

１３

１０

時
～
午
後
３
時

場
所　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

米
子
支
部
（
定
員
約　

人
、
当
日

２５

受
付
順
）

問
合
せ　

鳥
取
県
弁
護
士
会
（
電

話
０
８
５
７
‐　

‐
３
９
１
２
）、

２２

開
催
日
当
日
は
鳥
取
地
方
・
家
庭

裁
判
所
米
子
支
部
（
電
話
０
８
５

９
‐　

‐
２
２
０
５
）
ま
で

２２

【
臨
時
会
】

▽
議
案
①
日
野
町
下
榎
隣
保
館
運

営
審
議
会
委
員
・
日
野
町
立
下
榎

集
会
所
運
営
審
議
会
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て
＝
４
月
１
日
か
ら
２
年

間
、
委
員
を
委
嘱
す
る
も
の
で
す

▽
議
案
②
西
部
地
区
教
科
用
図
書

採
択
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
＝

　

年
度
か
ら
使
用
す
る
中
学
校
教

22科
用
図
書
の
採
択
を
行
い
ま
す

▽
議
案
③
日
野
町
に
お
け
る
小
中

一
貫
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
＝
小

中
一
貫
教
育
の
内
容
を
具
体
的
に

示
す
も
の
で
す

▽
議
案
④
教
職
員
人
事
異
動
の
内

申
に
つ
い
て
＝　

年
度
末
の
異
動

２０

を
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
ま
し

た▽
議
案
⑤
平
成　

年
度
日
野
町
教

２０

育
行
政
の
点
検
及
び
評
価
の
報
告

に
つ
い
て
＝
教
育
委
員
会
の
事
務

の
管
理
、
執
行
状
況
を
点
検
評
価

し
議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

事
務
局
・
図
書
館
・
公
民
館
で
閲

覧
で
き
ま
す

▽
議
案
⑥
生
活
相
談
員
設
置
要
綱

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
＝
報
酬
月

額
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
す

▽
議
案
⑦
平
成　

年
度
準
要
保
護

２１

児
童
生
徒
の
認
定
に
つ
い
て
＝
就

学
援
助
を
必
要
と
す
る
者
を
認
定

し
ま
し
た

▽
議
案
⑧
日
野
町
教
育
委
員
会
事

務
部
局
職
員
の
人
事
に
つ
い
て
＝

　

年
度
の
嘱
託
員
等
の
任
用
を
決

２１定
し
ま
し
た

▽
議
案
⑨
平
成　

年
度
日
野
町
教

２１

育
行
政
施
策
に
つ
い
て
＝
学
校
教

育
の
充
実
、
生
涯
学
習
・
社
会
教

育
・
人
権
同
和
教
育
の
推
進
、
芸
術

文
化
の
振
興
と
文
化
財
の
保
護
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
振
興
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
施

策
を
示
し
ま
し
た

【
第
４
回
委
員
会
】

▽
議
案
①
平
成　

年
度
日
野
町
立

２１

学
校
評
議
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
＝

小
中
学
校
の
学
校
評
議
員
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

▽
議
案
②
平
成　

年
度
日
野
町
立

２１

学
校
主
任
等
の
任
命
に
つ
い
て
＝

小
中
学
校
の
該
当
教
職
員
に
主
任

等
の
任
命
を
行
い
ま
し
た

▽
議
案
③
平
成　

年
度
日
野
町
立

２１

学
校
司
書
教
諭
の
任
命
に
つ
い
て

＝
小
中
学
校
の
該
当
教
員
に
学
校

司
書
教
諭
の
任
命
を
行
い
ま
し
た

▽
議
案
④
日
野
町
下
榎
隣
保
館
運

営
審
議
会
委
員
・
日
野
町
立
下
榎

集
会
所
運
営
審
議
会
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

▽
議
案
⑤
日
野
町
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
＝
議

案
④
⑤
は
、
教
職
員
の
異
動
に
伴

い
、
該
当
委
員
を
変
更
し
て
委
嘱

す
る
も
の
で
す

▽
議
案
⑥ 
日
野
町
下
榎
隣
保
館
運

営
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▽
議
案
⑦
日
野
町
人
権
セ
ン
タ
ー

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
＝
議

案
⑥
⑦
は
、
開
館
時
間
を「
午
後
５

時
ま
で
」
に
変
更
す
る
も
の
で
す

▽
議
案
⑧
平
成　

年
度
日
野
町
臨

２１

時
的
任
用
職
員
の
任
命
に
つ
い
て

＝
根
雨
小
学
校
に
特
別
支
援
員
を

配
置
す
る
も
の
で
す

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
年
度
か
ら
の
体
制
な
ど
を
審
議

広報ひの ２００９年４月号

町
制　

周
年
記
念

５０

第
６
回 

日
野
町
文
化
展 
作
品
募
集

　　

日
野
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
で
は
、
６
月
６
日
（
土
）
か
ら
９
日

（
火
）
ま
で
、
第
６
回
町
文
化
展
を
開
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
制　

周
年
を
記
念
し
て
、
会
員
以
外
の
個
人
の
作
品
も
募

５０

集
し
ま
す
。
絵
画
・
写
真
・
工
芸
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

▽
募
集
作
品　

個
人
の
作
品
（
１
～
２
点
）

▽
締
め
切
り　

５
月
２
日
（
土
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
電
話　

‐
１
３
０
０
）

７２

▽
日
野
町
選
手
が
健
闘　

３
月　

・　

日
に
、
第
８
回
全
国
小
学
生
ソ

３０

３１

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
千
葉
県
で
行
わ
れ
、
日
野
町
か
ら
鳥
取
県
代
表
と

し
て
４
ペ
ア
が
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
、
坂
本
樹
・
稲
田
光
ペ
ア
（
黒

坂
小
）
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦
ま
で
進
出
、
ベ
ス
ト　

に
入
る

１６

な
ど
の
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●木のおもちゃづくり
５月１７日（日）９：３０～

場所：図書館車庫
■こいのぼりの組み木など

　　　　　　　　　　（要材料費）

●図書館おはなし会
５月２３日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー

■わらべうた、絵本、おはなしなど

　　　　　　　　　　　（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
５月２３日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー

■テーマ：「未定」

５月１日 ( 金 ) ～３０日 ( 土 )

広報ひの ２００９年４月号

募
集
し
て
い
ま
す

　　

町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
昨

年
に
続
き
、「
昔
な
つ
か
し
写
真

展
～
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
～
」
を

８
月
中
旬
に
開
く
予
定
で
す
。

　

現
在
、
昔
の
写
真
、
明
治
・
大

正
・
昭
和
に
か
け
て
の
ま
ち
の
暮

ら
し
や
風
景
、
年
間
行
事
な
ど
の

写
真
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

写
真
を
提
供
い
た
だ
け
る
人

は
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
町
歴

史
民
俗
資
料
館
友
の
会
事
務
局

（
電
話　

‐
１
３
０
０
）
ま
で
ご

７２

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
写
真
は
、
デ
ー
タ
化
し
て
保
存

し
、
現
物
は
返
却
し
ま
す

　

ブ ラ ス キ ャ ッ ツ

／６（土）

６

前回公演「この地球に生まれて～希望のたすき～」より

一緒につくろう　感動の舞台
　

第８回町民ミュージカル出演者とスタッフを募集します
公演日：１１月２２日（日）昼・夜２回公演



生
キ
ャ
ラ
メ
ル
に
ほ
っ
ぺ
た
落
ち
た

　

▼
小
学
生
春
休
み
体
験
教
室
「
お
菓
子
づ
く
り
教
室
」
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甘
ー
い
香
り
に
う
っ
と
り

 　

小
学
生
が
春
休
み
に
な
っ
た

３
月　

日
、
体
験
教
室
「
お
菓
子

２５

づ
く
り
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
出
前
公
民
館
と
し
、

会
場
を
い
つ
も
の
公
民
館
で
は

な
く
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
生

キ
ャ
ラ
メ
ル
と
豆
腐
ド
ー
ナ
ツ

を
作
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
今
話
題
の
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
づ

く
り
に
挑
戦
。
本
当
に
キ
ャ
ラ

メ
ル
が
手
作
り
で
き
る
の
か
半

信
半
疑
の
様
子
で
し
た
が
、
生
ク

リ
ー
ム
や
水
あ
め
、
牛
乳
な
ど
の

材
料
を
火
に
か
け
て　

分
混
ぜ

３０

て
い
る
と
、
色
が
白
か
ら
茶
色
に

変
わ
り
、
部
屋
中
を
甘
い
キ
ャ
ラ

メ
ル
の
香
り
が
し
て
子
ど
も
た

ち
は
大
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。

味
見
を
し
て
ま
た
感
激
。「
お
い

し
い
、
お
い
し
い
」
と
み
ん
な
が

笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

冷
蔵
庫
で
冷
や
し
た
キ
ャ
ラ

メ
ル
は
、
切
り
分
け
て
包
み
、
持

ち
帰
り
ま
し
た
。
家
族
と
一
緒

に
食
べ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

 

も
ち
も
ち
の
ド
ー
ナ
ツ
も

 　

一
方
、
ド
ー
ナ
ツ
は
、
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
簡

単
な
作
り
方
で
、
水
や
牛
乳
の
代

わ
り
に
豆
腐
を
入
れ
て
作
っ
た

も
の
で
す
。
油
で
揚
げ
る
こ
と

に
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

で
す
が
、
真
剣
な
表
情
で
鍋
の
中

を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
試
食

で
は
「
も
っ
ち
も
ち
で
お
い
し

い
」
と
感
想
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

焦がさないよう根気よく混ぜて

ドーナツ生地も良く混ぜて

参加した子どもたちの感想

▽生キャラメルを作る時▽ドーナツを揚げるのが楽
しかった▽キャラメルを煮込む時、グシグシになって
楽しかった▽最初は大変だった。みんなで作って楽
しかった▽ドーナツを揚げるのが熱くて怖かったけ
ど楽しかった▽キャラメルを包むのが楽しかった

楽
し
か
っ
た

こ
と

▽生キャラメルを焦がさず混ぜるのが難しかった▽
ずっと手を動かしていたから大変だった▽ドーナツ
の生地を手でこねる時ねばねばして大変だった▽
キャラメルを混ぜる時に沸騰していて大変だった

大
変
だ
っ

た
こ
と

一
緒
に
教
室
を
し
ま
せ
ん
か

 　

今
回
の
お
菓
子
づ
く
り
は
、
と

て
も
簡
単
で
お
い
し
い
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
こ
の
メ
ニ
ュ
ー

は
出
前
公
民
館
で
も
実
施
で
き

ま
す
。
問
合
せ
は
町
公
民
館
（
電

話　

‐
０
２
１
２
）
ま
で

７４

出
前
公
民
館
の

ご
案
内

 
町
公
民
館
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
学
習
講
座
を
つ
く
る
出
前

公
民
館
を
始
め
ま
す
。

町
公
民
館
が
窓
口
と
な
っ
て
、

皆
さ
ん
に
、
気
軽
に
学
び
あ
う

こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
し

ま
す
。

 
出
前
公
民
館
は
・
・
・

★
誰
で
も
Ｏ
Ｋ 
（
自
治
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）

★
ど
こ
で
も
Ｏ
Ｋ
（
希
望
す
る

場
所
で
開
催
）

★
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ
（
希
望
す
る

日
程
で
開
催
）

活
動
メ
ニ
ュ
ー
の
例
を
紹
介

し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

★
出
前
行
政
講
座

　

町
の
仕
事
、
事
業
内
容
、
各

種
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
気
軽

に
楽
し
く
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う

★
出
前
体
験
講
座

　

色
々
な
体
験
学
習
講
座
を
実

施
。
地
域
で
生
か
す
た
め
に
、

一
緒
に
企
画
し
ま
し
ょ
う

申
込
み
・
問
合
せ
は
、
町
公
民
館

（
電
話　

‐
０
２
１
２
）
ま
で

７４
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一
年
間
頑
張
り
ま
し
た

▼
お
し
ど
り
学
園
閉
講
式

６
人
に
皆
勤
賞

県
政
に
つ
い
て
の
講
演
も

　

３
月　

日
、
平
成　

年
度
お
し

１７

２０

ど
り
学
園
閉
講
式
を
、
町
公
民
館

を
会
場
に
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
来 
賓 
と
し
て
景
山
町

ひ
ん

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

出
席
い
た
だ
き
、
華
や
か
に
閉
講

式
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
昨
年
よ
り
も
多

い
６
人
の
学
園
生
に
皆
勤
賞
を
渡

す
こ
と
が
で
き
、
感
無
量
で
し
た
。

平
成　

年
度
も
ぜ
ひ
学
習
を
続
け

２１

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

式
典
の
あ
と
は
、
記
念
講
演
と

し
て
「
身
近
な
県
政
」
と
題
し
、

鳥
取
県
議
会
議
員
の
内
田
博
長
さ

ん
を
招
き
、
日
野
郡
、
日
野
町
に

関
わ
り
の
あ
る
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

内
田
さ
ん
は
、
日
野
郡
に
お
け

る
た
た
ら
製
鉄
の
話
か
ら
、「
日

野
川
に
は
チ
タ
ン
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
回
収
す
る
方
法
を
考
え

れ
ば
大
き
な
産
業
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」、
ま
た
、「
知
事
が
農
林

業
を
育
て
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
で
、
良
い
米
作
り
な
ど
推

進
し
て
欲
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
身
近
な
話
で
、
学
園

生
は
真
剣
な
表
情
で
、
頷
き
な
が

ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

き
っ
と
鳥
取
県
の
将
来
に
つ
い

て
力
強
く
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

小学校へ遊びに行っています
　

～子どもと地域の大人の居場所づくり事業開催中～
　

　新年度を迎えました。子どもたちも新学期が始まり、楽しい
毎日を送っていると思います。
「地域の子どもは地域で育てる」　現在、根雨小学校と黒坂小
学校に地域の大人が訪問し、子どもたちと遊んでいます。
　第１・３水曜日が根雨小学校、第２・４水曜日が黒坂小学校
です。
　それぞれ地域の大人が、放課後に多目的教室で、けん玉や将
棋、折り紙、オセロなどをして一緒になって楽しんでいます。
　子どもたちも、この日を楽しみに待っています。皆さんも一
緒に子どもたちと遊びませんか。
★将棋やお手玉など、昔遊びの道具が不足しています。お持ち
の遊び道具を持参して一緒になって遊んでいただける人を募
集しています。決して教える立場ではありません。「一緒に
なって遊ぶ」んです。
　時間は、午後３時から午後４時３０分までです。問合せは町
公民館 ( 電話７４‐０２１２) までどうぞ。

熱心に話す内田さん

一緒に楽しく学びませんか
　

平成２１年度もおしどり学園を開催します。
身近な行政の話や、生涯学習のきっかけづくりとな
る内容を計画しています。
▽どなたでも自由に来ていただけます。年齢は関係
ありません。学びたい内容があれば、気軽にご参加
ください。当日参加もできます。
　

問合せ　日野町公民館（電話７４‐０２１２）

地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す

　　

町
地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
協
議
会
（
通
称
青
パ
ト
）

で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
を

不
審
者
か
ら
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
車
で
町

内
を
回
っ
て
く
だ
さ
る
人
、
下
校

時
に
通
学
路
に
立
っ
て
く
だ
さ

る
人
な
ど
、
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
っ
て

い
ま
す
。
不
審
者
に
よ
る
事
件

を
未
然
に
防
ぎ
、
全
町
・
各
地
区

で
、
多
く
の
会
員
の
力
で
、
安

全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

人
は
、
協
議
会
事
務
局
（
町
公
民

館　

‐
０
２
１
２
）
ま
で
ご
連
絡

７４
く
だ
さ
い
。

青
パ
ト
会
員
募
集
中

家族みんながそろって、共にうちとけた楽しい会話や、
気持ちのよい汗を流すなど、

家族団らんの一日を過ごしましょう
　

日野町青少年育成会
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が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ
よ

て

い

あ 

も
の

が
つ

か 

ど

ご

ご
 

じ

ろ
う
じ
ん 
い
こ
い 

い
え 

こ

う

し

あ
だ
ち

と
し
こ

い 

ば
な

そ
う
げ
つ
り
ゅ
う

に
ち

か

ぷ
ん

し
も
え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ

い
く
た

き
よ
こ

は
な
だ
い

か

に
ち

せ
の
お 

に　

つ　

み

ざ
い
り
ょ
う
だ
い

に
っ
て
い 

へ
ん
こ
う 

く
わ 

し
も
え
の
き
り
ん
ぽ
か
ん

じ

か

ん
 

よ

て

い

ち
ょ
う
み
ん

さ

ん

か

き

が

る

　

３ 
月 　
 

日 
、 

県  
隣
保
館  
連
絡  
協 

が
つ 

に
ち 

け
ん 

り
ん
ぽ
か
ん 

れ
ん
ら
く 
き
ょ
う

19

 
議
会 
（ 
県  
隣  
協 
）
の 
役
員 　
 

人 
が
、

ぎ
か
い 

け
ん 
り
ん 
き
ょ
う 

や
く
い
ん 

に
ん

１６

 
下
榎  
隣
保
館 
に 
来
館 
し
ま
し
た
。

し
も
え
の
き 

り
ん
ぽ
か
ん 

ら
い
か
ん

　

こ
れ
は
、
県
隣
協
の
役
員 
会 
と

か
い

し
て 
開 
か
れ
た
も
の
で
、
下
榎
隣

ひ
ら

保
館
が
県
隣
協
役
員
を 
兼 
ね
て
い

か

る
こ
と
か
ら 
行 
わ
れ
た
も
の
で
す
。

お
こ
な

　

役
員
の 
皆 
さ
ん
は
、 

日
野
町 
に

み
な 

ひ
の
ち
ょ
う

 
来 
る
の
が 
初 
め
て
で
、「
こ
ん
な
に

く 

は
じ

 
遠 
い
と
は 
思 
っ
て
い
な
か
っ
た
」

と
お 

お
も

と 
言 
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

い

　

役
員
会
に 
先
立 
ち
、
下
榎
隣
保

さ
き
だ

館
の 
活
動 
な
ど
を 
川
上  
館
長 
が 
紹 

か
つ
ど
う 

か
わ
か
み 
か
ん
ち
ょ
う 

し
ょ
う

 
介 
し
、 

意
見  
交
換 
も
行
わ
れ
ま
し

か
い 

い
け
ん 

こ
う
か
ん

た
。

　
 

引 
き 
続 
い
て
、
４
月
に
開
か
れ

ひ 

つ
づ

る
、
県
隣
保
館
連
絡
協
議
会
の 
総 そ

う

 
会 
に 
向 
け
て
の 
議
案 
な
ど
が 
協
議 

か
い 

む 

ぎ
あ
ん 

き
ょ
う
ぎ

さ
れ
ま
し
た
。

 
意
見  
交
換 
な
ど 
活
発 
に　

い
け
ん 

こ
う
か
ん 

か
っ
ぱ
つ

▽ 
県  
隣  
協  
役
員 
が 
来
館 

け
ん 

り
ん 
き
ょ
う 

や
く
い
ん 

ら
い
か
ん

▽
４ 
月 
か
ら
、

が
つ

　
 

隣
保
館  
職
員 
・ 
開
館  
時
間 
が
、

り
ん
ぽ
か
ん 

し
ょ
く
い
ん 

か
い
か
ん 

じ
か
ん

　
 

次 
の
よ
う
に 
変 
わ
り
ま
し
た

つ
ぎ 

か

・ 
職
員  
体
制 

し
ょ
く
い
ん 

た
い
せ
い

　
 

隣
保
館  
長 　
　
 

川
上  
博
史 

り
ん
ぽ
か
ん 

ち
ょ
う 

か
わ
か
み 

ひ
ろ
し

　
 

指
導
員 　
　
　
 

中
原  
千
鶴 

し
ど
う
い
ん 

な
か
は
ら 

ち
づ
る

　

指
導
員　
　
　
 

谷
口  
清
子 

た
に
ぐ
ち 

き
よ
こ

　
 

生
活  
相
談
員 　
 

西
村  
千
秋 

せ
い
か
つ 

そ
う
だ
ん
い
ん 

に
し
む
ら 

ち
あ
き

　

よ
ろ
し
く
お 
願 
い
い
た
し
ま
す

ね
が

・ 
開
館  
時
間 

か
い
か
ん 

じ
か
ん

　
 

午
前 
８ 
時 　
 

分 
～ 
午
後 
５ 
時 

ご
ぜ
ん 

じ 

ぷ
ん 

ご　

ご 

じ

3０

▽
隣
保
館
の 
活
動 

か
つ
ど
う

（ 
学
習  
講
座 
）

が
く
し
ゅ
う 

こ
う
ざ

・ 
編 
み 
物 
講
座

あ 

も
の

　
 

日
時 
＝ 
毎
月  
第 
２ 
土
曜  
日 

に
ち
じ 

ま
い
つ
き 

だ
い 

ど
よ
う 

び

　
　
　
　
 

午
後 
１ 
時 
～

ご　

ご 

じ

　
 

場
所 
＝ 
老
人  
憩 
の 
家 
（ 
下
榎 
）

ば
し
ょ 

ろ
う
じ
ん 
い
こ
い 

い
え 

し
も
え
の
き

　
 

講
師 
＝ 
安
達  
利
子 
さ
ん

こ
う
し 

あ
だ
ち 

と
し
こ

・ 
生 
け 
花 
（ 
草
月
流 
）
講
座

い 

ば
な 

そ
う
げ
つ　

り
ゅ
う

　

日
時
＝
毎
月
第
３ 
火 
曜
日

か

　
　
　
　

午
後
７
時　
 

分 
～

ぷ
ん

３０

　

場
所
： 
下
榎  
集
会
所 

し
も
え
の
き 
し
ゅ
う
か
い
し
ょ

　

講
師
： 
生
田  
清
子 
さ
ん

い
く
た 

き
よ
こ

※
こ
の
ほ
か
、
ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
、 

料
理 
、 

陶
芸 
、

り
ょ
う
り 

と
う
げ
い

 
木
工 
な
ど
も 
行 
い
ま
す
。 

日
程 
は
、

も
っ
こ
う 

お
こ
な 

に
っ
て
い

毎
月
の
隣
保
館
だ
よ
り
や 
町 
の 
防 

ち
ょ
う 

ぼ
う

 
災
無
線 
で
お 
知 
ら
せ
し
ま
す
。

さ
い　

む
せ
ん 

し

 
町  
民 
ど
な
た
で
も 
参
加 
で
き
ま

ち
ょ
う 
み
ん 

さ
ん
か

す
。
お 
気
軽 
に
参
加
く
だ
さ
い
。

き
が
る

（ 
相
談  
事
業 
）

そ
う
だ
ん 

じ
ぎ
ょ
う

　
 

隣
保
館 
で
は
、 

生
活 
の 
困 
り
ご

り
ん
ぽ
か
ん 

せ
い
か
つ 

こ
ま

と
な
ど
の 
相
談  
事
業 
を 
行 
っ
て
い

そ
う
だ
ん 

じ
ぎ
ょ
う 

お
こ
な

ま
す
。

　

い
つ
で
も
相
談
は 
受 
け 
付 
け
て

う 

つ

い
ま
す
が
、 

毎
月  
第 
１
・
３ 
水
曜 

ま
い
つ
き 

だ
い 

す
い
よ
う

 
日 
は
、
相
談 
日 
と
し
て
、
生
活
相

び 

び

談 
員 
が 
常
駐 
し
ま
す
。

い
ん 

じ
ょ
う
ち
ゅ
う

　

生
活
相
談
、 
職

業
 相

談
、 
人
権 

し
ょ
く
ぎ
ょ
う 

じ
ん
け
ん

相
談
、 

高
齢
者 
問
題
な
ど
、 

専
門 

こ
う
れ
い
し
ゃ 

せ
ん
も
ん

 
機
関 
と 
連
絡 
を 
取 
り 
合 
い
、 

問
題 

き
か
ん 

れ
ん
ら
く 

と 

あ 

も
ん
だ
い

 
解
決 
に 
取 
り 
組 
み
ま
す
。

か
い
け
つ 

と 

く

　

相
談
の 
秘
密 
は 
固 
く 
守 
ら
れ
ま

ひ
み
つ 

か
た 

ま
も

す
。 

安
心 
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
ん
し
ん

　

な
お
、
相
談
は
、 
電
話 
で
も
受

で
ん
わ

け
付
け
て
い
ま
す
。 

下
榎 
隣
保
館

し
も
え
の
き

生
活
相
談
員  
西
村 
（
電
話　

‐
１

に
し
む
ら

７２

１
９
１
）
ま
で

（ 
貸 
し 
館  
事
業 
）

か 

か
ん 

じ
ぎ
ょ
う

　
 

下
榎  
隣
保
館 
・ 
集
会
所 
、 

老
人 

し
も
え
の
き 

り
ん
ぽ
か
ん 

し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

ろ
う
じ
ん

 
憩 
の 
家 
の 
各  
施
設 
を
、 

有
料 
で 
利 

い
こ
い 

い
え 

か
く 

し
せ
つ 

ゆ
う
り
ょ
う 

り

 
用 
で
き
ま
す
。

よ
う

　
 

使
用
料 
は
、
１ 
時
間 
１
０
０ 
円 

し
よ
う
り
ょ
う 

じ
か
ん 

え
ん

か
ら
１
５
０
円
で
す
。

　
 

詳 
し
く
は
、
下
榎
隣
保
館
に
お

く
わ

 
問 
い 
合 
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と 

あ

４ 
月 
か
ら
の 
隣
保
館  
体
制 
な
ど
に
つ
い
て

が
つ 

り
ん
ぽ
か
ん 

た
い
せ
い

 
隣
保
館 
で
は
、 

廃
油 
の 
回
収  
容 

り
ん
ぽ
か
ん 

は
い
ゆ 

か
い
し
ゅ
う 
よ
う

 
器 
を 
設
置 
し
て
い
ま
す
。 

不
要 

き 

せ
っ
ち 

ふ
よ
う

の 
食
用
油 
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

し
ょ
く
よ
う
あ
ぶ
ら



▽
開
催
地
区
数
は

　

平
成　

年
度
は
、
全
自
治
会
開

２０

催
を
目
標
に
取
り
組
み
を
進
め
ま

し
た
が
、
全　

地
区
の
う
ち
、　

５０

３６

地
区
（　

回
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

３７

　

こ
れ
は
、
過
去
７
年
間
で
は
最

も
多
い
開
催
数
で
す
。
ま
た
、
開

催
地
区
数
は
、　

年
度
に
４
地
区

１９

減
り
ま
し
た
が
、
増
加
傾
向
に
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
自
治
会
長
の

ご
努
力
と
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に

よ
り
、
久
々
に
開
い
た
自
治
会
や
、

２
回
開
い
た
自
治
会
が
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成　

年
２１

度
は
、
よ
り
多
く
の
自
治
会
で
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
複
数
の
自
治
会
で
合
同
開
催

　

高
齢
化
や
そ
の
ほ
か
の
理
由
で
、

自
治
会
単
独
開
催
が
年
々
困
難
と

な
り
つ
つ
あ
る
の
も
現
実
で
す
。

そ
こ
で
、
２
つ
以
上
の
自
治
会
が
、

合
同
で
開
催
す
る
地
区
が
増
え
て

い
ま
す
。　

年
度
は
、　

の
自
治

２０

１７

会
が
２
～
３
地
区
合
同
で
開
き
ま

し
た
。

▽
自
治
会
別
の
開
催
回
数
は

　

過
去
７
年
間
の
開
催
実
績
を
自

治
会
別
に
見
て
み
る
と
、
最
多
開

催
は
７
年
（
回
）
で
６
地
区
、
全

く
開
か
れ
な
か
っ
た
自
治
会
が
１

地
区
あ
り
ま
し
た
。

▽
開
催
方
法
も
多
様

　

あ
る
自
治
会
で
は
、
地
区
公
民

館
活
動
の
料
理
教
室
や
青
年
教
室

と
併
せ
て
開
い
た
り
、
ま
た
、
あ

る
自
治
会
で
は
、
町
の
ぽ
か
ぽ
か

教
室
と
併
せ
て
開
い
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
高
齢
者
が
集
え
る
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
の
開
設
に
む
け

て
検
討
が
始
ま
っ
た
自
治
会
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な

開
催
方
法
や
、
ま
た
地
域
活
動
に

繋
が
る
よ
う
な
座
談
会
も
ぜ
ひ
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▽
話
し
合
い
の
内
容
や
方
法

　

平
成　

年
度
の
テ
ー
マ
や
話
題

２０

は
、「
高
齢
者
の
人
権
」
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
し
た
の
で
、「
高
齢
者
問

題
」
を
挙
げ
た
自
治
会
が
圧
倒
的

で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
傾
向
は
、

こ
こ
３
年
ほ
ど
続
い
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
分
の
問

題
・
課
題
に
深
く
結
び
つ
け
話
し

合
う
こ
と
、
ま
た
、
憲
法
が
保
障

し
て
い
る
自
由
や
、
基
本
的
人
権

に
対
し
て
は
ど
う
な
の
か
を
検
証

す
る
こ
と
な
ど
が
大
切
で
す
。

17 広報ひの ２００９年４月号

２
０
０
９
年
４
月

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

平
成　

年
度

２０

小
地
域
座
談
会
を
終
え
て

地区数２０年度開催自治会の特筆事項

２１０年以上ぶりに開いた自治会

１７年ぶりに開いた自治会

１６年ぶりに開いた自治会

１平成２０年度に２回開いた自治会

地域公民館活動 (料理教室、青年教室 )と併せて開いた

座
談
会
の
例

ぽかぽか教室と併せて開いた

老人クラブの定例会と併せて開いた

座談会の中で取り上げられた、「一人暮らしや高齢者の
みの世帯の生活不安問題」から、自治会活動として、
｢ふれあいサロン＝高齢者の集いの場 ｣の開設に向けた
具体的な検討を始めた

地区数教材人権課題など

３１ビデオ ｢ 老いを生きる ｣高齢者の人権

４
ビデオ ｢おじいちゃんのトマ
ト ｣

高齢者・障がい者・
外国人の人権

１ビデオ ｢ 山本家の場合 ｣
男と女・仏滅・鬼門・
縁談と釣書

１
ビデオ｢平成２０年度町人権啓
発講演会・研究集会記録 ｣

地域づくりと地域
の人権課題
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届
出　

３
月　

日
～
４
月　

日   
敬
称
略

１１

１０

　

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　

３
月
届
出
分

山
本　

澄
子　
　
　

歳　
　

根
雨

９０

　

４
月
届
出
分

吉
谷
登
志
子　
　
　

歳　
　

根
雨

６６

長
住　

武
義　
　
　

歳　
　

金
持

８７

宅
野　

藤
子　
　
　

歳　
　

金
持

７０

生
田　

益
子　
　
　

歳　
　

下
黒
坂

９０

■７ページの「じげじまん」の取材のあと、
地元の方にお願いして、「八つ墓村」ロケ
地跡に案内していただきました■当時の
「八つ墓明神」の石積みの一部が残って
いたり、横溝正史マニア（？）の自分に
とっては、とても楽しい取材のごほうび
でした■町図書館では、映画 ｢八つ墓村
｣のビデオを貸し出しています。まだ見
たことがない人も、ぜひご覧ください(i)

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

早
春
や
村
中
総
出
の
道
普
請　
　
（
講
師
）
谷   　

悦
子

　

風
花
や
愛
猫
看
取
る
糸
も
切
れ　
　
　

安
達
つ
る
ゑ

　 
辛
夷 
咲
く
裏
参
道
の
土
塀
越
し　
       
荒
木　

習
子

こ
ぶ
し

　

下
萌
え
や 
曽
孫 
よ
ち
よ
ち
得
意
顔　
    
梅
林　

春
子

ひ
ま
ご

　

山
手
道
夕
べ
の
春
日
惜
し
み
つ
　ゝ
   
勝
瀬　

京
子

　

幸
せ
を
連
れ
く
る
如
し
初
音
聴
く　
　
  

川
上　

文
子

　

対
岸
は
よ
く
陽
が
当
り
春
隣
り　
 
　
　
　
　

久
城　

霞
渓

　
　早

春
や
屋
根
葺
き
変
わ
る
本
陣
門  
　   

徳
本
千
鶴
子

　

集
魚
灯
春
日
を
映
し
浦
の
昼　
　
  　
  

真
壁
富
貴
枝

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

ひのっこ保育所子育て支援室「おひさまひろば」
では、保育所に入所していない子どもたちを迎え、
親子で楽しく遊んでいます。毎回ボランティアの
皆さんにもお世話になっています。
▼開設日　毎週水・金曜日　午前９時～午前１１時
　　　　　金曜日は、参加者が親子で自由に利用
　　　　　いただける日です。（お茶は各自で用
　　　　　意してください）

　太陽の光が入り、とても暖かい部屋で、お母さ
んやボランティアに見守られ、子どもたちは安心
して遊んでいます。「おひさまひろば」で、初めて
友達と出会い、いろいろな経験を共にする中で、
友達を求める姿や、「みんな一緒」という意識が
育ってきます。多くの人と出会える場所にしたい
です。どうぞお誘いあわせ参加ください。お待ち
しています。
▽子育て支援室運営調整会議委員の皆さんです
（５０音順・敬称略）荒木直美・緒形崇子・亀田知恵・
杉原和江・田口郁江・松本沙代子・松本智子・森
田順子・杠美恵子
　福祉団体関係者や、保護者の皆さんでご協力い
ただきます。よろしくお願いします。
　

　ひのっこ保育所 ( 電話７２‐０２３８)
　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

５月の開催日
■８日（金）＝子ども用品リサイクルデー
■１３日（水）＝お散歩デー（雨天時は小麦粉粘土）
■１５日（金）＝子ども用品リサイクルデー
■２０日（水）＝町図書館からのおはなし会（9：45 ～）
■２２日（金）＝保健師による育児相談・ワンポ
　　　　　　     イント育児講座（育児について気
　　　　　　     になること、困っていることな
　　　　　　     ど、なんでもご相談ください
■２７日（水）＝花の種まき（アサガオ、ヒマワリ）
■２９日（金）＝子ども用品リサイクルデー

広報ひの ２００９年４月号

子ども用品リサイクルデーはじめました
毎週金曜日は、子ども用品の提供交換をします。小さ
くなった靴・服・帽子などはありませんか。使わなく
なったおもちゃも大歓迎です

保健師による育児相談について
相談したいことなどを事前に記入いただく用紙を用
意しています。お気軽にご相談ください
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３歳児健診　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分火１９金 １
隣保館生け花講座　下榎集会所
午後７時３０分～

土 ２
軟質プラスチック、発泡スチロール、
衣類・布団の収集日 (全町 )水２０憲法記念日日 ３
古紙の収集日（全町）
（可燃ごみの収集は休みます）木２１みどりの日（ごみの収集は休みます）月 ４

全町の可燃ごみを収集します金２２こどもの日（ごみの収集は休みます）火 ５

土２３振替休日（ごみの収集は休みます）水 ６

日２４木 ７

歯科検診・フッ素塗布　開発センター月２５金 ８

火２６隣保館編み物講座　老人憩の家　午後１時～土 ９

ペットボトルの収集日（全町）水２７隣保館クレイフラワー講座　下榎集会所　
午後１時～

特定健康診査（集団検診）
※詳しくは下をご覧ください

木２８日１０
特定健康診査（集団検診）
※詳しくは下をご覧ください

金２９健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月１１

土３０人権相談　開発センター　
午後１時～午後３時

日３１乳児健診・ＢＣＧ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分火１２
法律相談　開発センター　午後１時～午後３時
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）５月８日〆切

行政相談　開発センター　午前９時～正午水１３

不燃ごみの収集日（全町）

木１４

金１５
隣保館クレイフラワー講座　下榎集会所　
午後１時～土１６

日１７

全町の可燃ごみを収集します月１８
資源ごみの収集日（全町）
（可燃ごみの収集は休みます）火１９

直
通
電
話

72‐2104出納室72‐0333住民課72‐0332企画政策課72‐0331総務課
74‐0212町公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課72‐0334健康福祉課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐1167学校給食センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

固定資産税１期分の納期限は６月１日（月）です

※特定健康診査（集団検診）の対象地区・受付時間
 

▼２８日（木）… 黒坂１～５区（会場＝町公民館、受付＝午

前９時～午前１０時）、黒坂６・７区、久住、下黒坂、根妻、
下菅（会場＝町公民館、受付＝午後１時３０分～午後２時３０分）
 

▼２９日（金）… 中菅、中菅中央、近江・畑、小河内、
布瀬谷、下・中・上上菅、井ノ原、諏訪、漆原、下福
長（会場＝町公民館、受付＝午前９時～午前１０時）、根雨１～５
区（会場＝開発センター、受付＝午後１時３０分～午後２時３０分）

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
 ■山陰合同銀行根雨支店 ～５月１５
日まで▽ ５月１８日～６月１１日
■蔵美術館　 ～４月３０
日まで▽ ５月１日～６月３０日
 ■県西部地震展示交流センター 

～５月２８日まで
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「
こ
ん
に
ち
は
。
ま
た
来
ま
し
た
よ
」

　

東
京
か
ら
オ
シ
ド
リ
に
ド
ン
グ
リ
を

送
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
さ
ん
、
み
ん
な
笑
顔

で
根
雨
駅
に
降
り
立
っ
た
。
９
人
中
、
６
人

が
３
回
目
と
い
う
か
ら
び
っ
く
り
で
し
ょ
。

　
「
大
き
く
な
っ
た
ね
。
元
気
だ
っ
た
？
」

　

グ
ル
ー
プ
の
仲
間
は
再
会
を
喜
ん
だ
。

オ
シ
ド
リ
観
察
や
餌
ま
き
、
そ
し
て
田
舎
暮

ら
し
を
満
喫
し
て
帰
郷
し
た
子
ど
も
さ
ん
。

ま
さ
に
オ
シ
ド
リ
天
使
の
来
町
だ
っ
た
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）
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オ
シ
ド
リ
天
使

　

③
　

④

消
防
団
の
皆
さ
ん
に
感
謝

　

こ
の
ま
ち
で
も
、
桜
の
花
が
満
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
の
花
の

命
が
長
く
な
っ
た
の
が
特
徴
で
し
ょ
う
か
。

　

４
月
５
日
は
、
恒
例
に
な
っ
て
い
る
町
消
防
団
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
は
正
月
の
行
事
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
が
町
で
は
４
月
の
第
一
日
曜
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
好
天
と
満
開
の
桜
の
中
、
町
消
防
団
と
江

府
消
防
署
参
加
の
も
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
の
多
い
昨
今
、
日
野
町
で
は
、
平
成　

年
６
月

１９

か
ら
火
災
が
発
生
し
て
い
な
い
、「
無
火
災
」
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
住
民
の
「
火
は
絶
対
に
出
さ
な
い
ぞ
」

と
の
強
い
意
欲
の
表
れ
と
思
い
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り

で
す
。

　

昨
年
度
、
町
消
防
団
は
、
鳥
取
県
代
表
と
し
て
全
国

消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
評
価
さ
れ
、
２
月
に
は
、

全
国
消
防
協
会
か
ら
防
災
広
報
車
一
台
が
贈
呈
さ
れ
、

早
速
、
昨
年
誕
生
し
た
女
性
消
防
団
員
が
町
内
を
巡
回

し
、
春
先
の
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

全
国
各
地
で
火
災
に
よ
り
尊
い
命
や
財
産
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
日
野
町
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

不
幸
な
出
来
事
が
な
い
よ
う
、
気
を
引
き
締
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

無
火
災
記
録
を
更
に
延
ば
し
て
い
く
よ
う
、
町
民
各

位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
は
、
平
素
は
多
忙

な
生
業
の
傍
ら
、
地
域
の
た
め
に
、
い
つ
起
こ
る
か
も

し
れ
な
い
事
態
に
備
え
、
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。（
４
月
７
日
記
）日

野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第３７回

『仲良しカップル、お幸せに』
撮影●野坂正昭さん（野田）
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